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お知らせコーナー 

 

★山口県救急医療功労者知事表彰

　多年にわたり地域救急医療体制の確立に御尽力された功績により、

救急医療功労者として平成１８年９月７日に知事表彰されました。

　医療法人社団成蹊会岡田病院

　院長　川上　俊文　先生

★病院優良看護職員知事表彰

　多年にわたり看護業務の発展につくされた功績により、６月１８日に７名の方が表彰されました。

　　岡本ヨシ子　　　いしい記念病院

　　岩崎多恵子　　　都志見病院

　　本城ミチ子　　　徳山中央病院

　　齋藤　恵子　　　山口大学医学部附属病院

　　若月　光子　　　桑陽病院

　　藤村　芳恵　　　岩国中央病院

　　松田千佐枝　　　萩市民病院

 

○新規（Ver５．０で認定）

　☆医療法人豊愛会　豊北病院（下関市）【療養病院】平成１８年７月

　☆医療法人社団生和会　湯野せいわ会病院（周南市）【療養病院】平成１８年７月

○新規（Ver４．０で認定）

　☆地域医療支援病院　オープンシステム徳山医師会病院（周南市）【複合病院】平成１８年５月

　　山口県内において、１８年７月までの認定病院数は３８病院となった。

 

○１０月３１日　看護師長研修会

○１１月１０日　常任理事会

○１１月１５日　金融懇談会

知事表彰（山口県病院協会推薦分）

日本医療機能評価認定病院の紹介

病院協会の主な行事予定

左から、岡本、岩崎、本城、齋藤、若月、藤村氏
（松田氏は欠席）

　先日の台風１３号が一昨年、山口県に多大な被害をもたらせた台風１８号と勢力および進路がほぼ同じ

と聞き、進路予想に手に汗しつつ、実際に台風の直撃を受けたらなされるがままと承知しながらも、

襲来に備えての対策に戦々恐々でした。この心境は新たな医療制度改革や診療報酬改定に翻弄される医療関係者の

心境にも類似しているのではと感じた。将来はともかく現在の減収や職員の確保などの対策に苦慮するなど被る影

響をも最小限度にと腐心する。療養病床の削減は決定したが、さらに一般病床の削減への動きもあるやに聞く。台

風は幸いにも幾分北寄りにそれ、私達の病院は数回の停電以外には被害がなく安堵したが、医療現場には果たして

安堵する日が来るのか不安が募る。この度の吉田学厚生労働省政策評価官や木下敬介医師会副会長の講演を聞き、

今後の進路を見失わないように舵取りをしたい。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （小田裕胤）
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